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2018.12.27 県情報部会資料 

情報の科学からの 

ビジネスモデル理解 

川崎市立橘高校情報科 布村覚 

             企業・産業 

ブラウザ 

データベース 
MariaDB 

実習：ACCESS,SQL DB1～DB2 

WEB 

統計/分析/データマ

イニング 
実習：統計値、相関  DM1/DM2 

問題解決 

戦略 

ユーザ 

WEB サーバ 
Apache 

サービス 

BtoC：金融,広告,チケット 

教育,娯楽… 

BtoB：部品購入, 

受注生産,流通… 

コンテンツ 
HTML,WEBサーバ ：実習 N6～N7 

メディアデザイン：実習C1～C3 

実習：動画・ゲーム類 C4 

アルゴリズム 

プログラミング 

情報 

モデリング 

シミュレーション 

実習：3DCG   MD1 

実習：論理シミュレーション SM1 

実習：モンテカルロ法    SM2 

ＡＤ変換 
前提実習：BinaryData 分析 

      実習 AD1～AD5 

ネットワーク 
プロトコル    実習 N1～ N3 

パケット通信  実習 N4～N5 

B to C 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 20 年前：教科情報開始時の免許講習＝ネットワーク、プログラミング、デザイン（CG）、データベース 

② 鹿野利春先生による基調講演：産業界のニーズ➡解釈：WEB プラットフォームの視点で①情報Ｂに戻る 

③ 産業界の流れ、社会構造の変化 

④ 授業見直し：デザイン・プログラミング偏重➡ブラウザ活用による教科書理解 

 消費者 

Consumer Generated Media（CGM）：SNS、動画サイト、ブログ、Q&A… 

ポータルサイト：検索連動広告、行動ターゲッティング広告、アフィリエイト

Electronic Commerce（EC） 

 経済・産業界 

 



 
 

国家レベルでの戦略的価値としての側面  エシュロン、プリズム 

PRISM：アメリカ国家安全保障局が 2007 年から運営する、極秘の通信監視プログラム 

MSFT、Google、Yahoo!、Facebook、Apple、AOL、Skype、YouTube、PalTalk のウェブサービスを対象に、

ユーザの電子メールや文書、写真、利用記録、通話など多岐に渡るメタ情報の収集 …下図 Wikipedia より引用 

 
２ 

状況 「ハイテク中心の」アメリカ株価指数にみる過去 20 年のアメリカ経済成長 
下記チャート：https://finance.yahoo.com/chart/より 

目標 現行「情報の科学」の学び→基礎原理と生産性向上に寄与する IT の理解 
参考 アラン・グリーンスパン講義翻訳 https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/bitstream/2433/219599/1/kronso-sp_38_106.pdf 京都大学 村井明彦氏 

手だて ブラウザを活用する実験（作品作りを排する）による帰納法的な教科書理解 

IT バブル 

リーマン 

リセッション？ 

米中摩擦？ 

教科情報開始 

G.A.F.A 

 



１．ブラウザによるネットワーク実習 N1～N7  以下は授業用ワークシートから抜粋・編集 

N1：IP 確認実験 

①コマンドプロンプト 

②Ipconfig/al → ローカル PC の LAN 内での IP アドレスを確認 

T:\>ipconfig/all 

Windows IP 構成 

   ホスト名. . . . . . . . . . . . . . .: JST41 

   プライマリ DNS サフィックス . . . . .: tachibana.local 

ʷ中略ʷ 

   IPv4 アドレス . . . . . . . . . . . .: IP 表記    .  

   .    .     チェック 1 

   サブネット マスク . . . . . . . . . .: 255.255.255.0 

   デフォルト ゲートウェイ . . . . . . .:    .    .    .      チェック 2 

   DNS サーバー. . . . . . . . . . . . .:    .    .    .         チェック 3 

   NetBIOS over TCP/IP . . . . . . . . .: 有効 

③ブラウザを開き、右記へアクセス https://test-ipv6.com/index.html.ja_JP グローバル IP アドレスを確認 

プライベート IP：   .    .    .    チェック 1 

グローバル IP ：   .    .    .    チェック４ 

N2：導通確認実験 

校内の ADSV…DNS サーバへの導通実験 

T:\>ping    .    .    .        チェック 3 を代入する 

結果                      チェック 5 

3：ポート確認実験 

① コマンドプロンプト netstat , netstat –ano ➡ ポート、通信状態を確認 

② 結果考察 

T:\>netstat –ano     アクティブな接続 

  プロトコル  ローカル アドレス      外部アドレス           状態            PID 

   TCP         0.0.0.0:80             0.0.0.0:0              LISTENING       3292 チェック 6 

   TCP         0.0.0.0:135            0.0.0.0:0              LISTENING       1032 

中略 

   UDP         127.0.0.1:65000        *:*                                     3564 

③ タスクマネージャ→サービスから Windows で実行中のプロセスの PID（プロセス ID）を調べる 

通常 WEB サーバへのアクセスはポート 80 

参考 20.21：ftp、  25：smtp、  80：http、  110：pop3、   443：https 

名前     PID 説明     状態 グループ 

Apache2.4     3292 Apache2.4 実行中              チェック 7 

チェック 5,6 からポート 80 が使用されるのは（        ）である。                

本校情報処理室では WEB 用のポートは（          ）に使われている。           ３ 



N4：DNS 確認実験 

① nslookup www.yahoo.co.jp と入力して Enter 、nslookup www.google.com と入力して Enter 

② それぞれのドメイン名に対する IP を確認する 

T:\>nslookup www.yahoo.co.jp 

サーバー:  adsv.tachibana.local 

Address:     .    .    .        チェック 3 と同値 

権限のない回答: 

名前:    edge12.g.yimg.jp 

Address:     .    .    .        チェック 8    

Aliases:  www.yahoo.co.jp 

 

T:\>nslookup www.google.com 

サーバー:  adsv.tachibana.local 

Address:     .    .    .    

権限のない回答: 

名前:    www.google.com 

Addresses:     .    .    .   .   .     チェック 9   IPv    

              .    .    .            チェック 10  IPv    

 

N5：パケット確認実験 

① 空き端末からウェブサイトにつなぎ、やり取りされるパケットを調べる。演示で実施→取得パケットを確認 

 

項目       説明 

No.     ：採取したパケットの順番 

Time    ：1 番目のパケットから経過した時間 

Source   ：送信元の IP アドレス、Mac アドレス 

Destination：送信先の IP アドレス、Mac アドレス                          ４ 

Protocol  ：プロトコル 

Length   ：フレームの⾧さを Byte で表示 

Info：そのパケットの意味 



②       との通信→      へ    問合せ・応答→      との通信開始 チェック 11 

③ SYN (Synchronize)：もしもし  ACT (Acknowledge)：はい       

【３ウェイハンドシェイク】    チェック 12 

Client  ➡（         ）➡   Server 

Client  ←（         ）←   Server 

Client  ➡（         ）➡   Server 

SEQ 番号：データ送信元が受信先に送る番号 

ACK 番号：データ受信先が送信元に送る番号 

N6：html 作成実験 

インターネット上で不特定多数の人に向けて情報発信を行う通信サービス（              ） 

→別名（        ） 

発信される情報 （        ）…文字・音声・画像・動画 

ウェブページを関連付けさせて移動する機能（             ） 

この機能を使って関連付けされたデータ（             ） 

ウェブページを構成する言語 （        ）hypertext markup language 

開始タグ 終了タグ 意味 

<                    > <            > ウェブページ全体 

<                    > <            > ウェブページ全体タイトルを含む 

<                    > <            > ウェブページ本文 

<                    > <            > 段落 

<                    > <            > リンク 

<                    > <            > 画像挿入 

<                    > <            >  

作業  

① FileSV 個人フォルダ下に新規フォルダ「HTML」を作成し、使用する画像を含めすべてここに保存 

① C:\xampp\htdocs 内に新規フォルダ「home」を作成する。…ここが root になる。 

② テキスト記述により html 作成 

ʷ中略ʷ 

③ ファイルをドキュメント以下に保存「ファイル名：1」 → 1.htm または 1.html 

④ 2 ページを作り（1.html、2.html） テキストまたは画像にハイパーリンクを指示するタグを付する。 

⑤  2 ページが相互にリンク付けされたことをブラウザで確認する。                   

 
→上書き保存  →ブラウザ IE をアクティブにして閲覧                        5 

 

これらは「入れ子の関係」 

html開始

title開始

/title終了

body開始

/body終了

/html終了

head開始

/head終了



  
1.html の画像：リンクボタン→2.html へ  2.html のテキスト 1：リンクボタン→1.html へ 

⑥  HTML フォルダを C:\xampp\htdocs\home …root になる にコピーする。 

⑦ ブラウザを開き URL に IP 確認実験で得られた「自身の PC に割り振られた」IP/home でアクセスする。 

                      ┗   .    .    .     チェック 1 代入 

ブラウザを替えて比較する。（Edge、Chrome、Firefox、IE） 

 

⑧任意の IP アドレス/home でアクセスする。xampp Apache が WEB サーバとして機能していることの確認 

192.168.20.101 …102 …103       …110 

192.168.20.111         …120 

192.168.20.121         …130 

192.168.20.131         …140 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 



N7：ネットワーク上の共有⇔改ざん実験 

① ブラウザを開き URL に localhost/wordpress を入力。 

② 全員共通 ID,PW（user,password）でログイン、各自ブログを作成して保存をする。 

 

③ 任意（隣）の IP アドレス/wordpress にアクセスする。 

 ７ 



④ ブラウザで http://localhost/phpmyadmin/にアクセス。ウェブサイト構築（図 A）やアクセス可能なユーザ

情報（図 B）が         上で管理されることを確認。              チェック 12 
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（図 A） 

（図 B） 


